
事業等の点検（予備放流方式の採用）について

資料－２
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予備放流方式の採用について

①新丸山ダムの特徴を踏まえた、安全な洪水調節方式を検討し、精度の高い洪水予測が可能であること、確実な洪水
警戒態勢の確立、河川利用者の安全確保が可能であること等から、予備放流方式を採用

②予備放流方式を採用しなければ、現在の総事業費1,800億円に対して、自然条件等に対する設計・施工計画の変更
等、物価の変動及び消費税の導入の反映により、約2,350億円に増額

③予備放流方式を採用すれば、ダム高の縮小に伴うダム関係、特殊補償関係の縮減により、総事業費は約1,900～
2,000億円に縮減が可能

今回の検証のプロセスに位置づけられている「検証対象ダム事業等の点検」の一環として、現在保有している技術情報
等の範囲内で、今後の事業の方向性に関する判断とは一切関わりなく、平成１９年１１月の河川整備基本方針策定に伴う
ダム基本計画の見直しと事業費の点検を行った結果、予備放流方式を採用した変更計画（案）を点検対象とする。

ダム天端 ＥＬ210.2m

不特定容量
1500万㎥

発電容量
1822万㎥

堆砂容量
4113万㎥

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 ＥＬ205.3m

常時満水位
EL186.3m

ＥＬ179.8m

予備放流方式

最低水位
ＥＬ170.8m

洪水調節容量
7200万㎥

（5700万m3＋1500万m3）

ダム天端 ＥＬ210.2m

不特定容量
1500万㎥

発電容量
1822万㎥

堆砂容量
4113万㎥

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 ＥＬ205.3m

常時満水位
EL186.3m

ＥＬ179.8m

予備放流方式

最低水位
ＥＬ170.8m

洪水調節容量
7200万㎥

（5700万m3＋1500万m3）

洪水調節容量
7200万㎥

（5700万m3＋1500万m3）

<嵩上げ高 20.2m>

予備放流方式を採用した変更計画（案）

約1,900億円
～

2,000億円

【総事業費】

ダム天端 ＥＬ214.3m

洪水調節容量
7200万㎥

不特定容量
1500万㎥

発電容量
1822万㎥

堆砂容量
4113万㎥

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 ＥＬ209.4m

常時満水位
ＥＬ186.3m

最低水位
ＥＬ170.8m

ＥＬ179.8m

ダム天端 ＥＬ214.3m

洪水調節容量
7200万㎥

不特定容量
1500万㎥

発電容量
1822万㎥

堆砂容量
4113万㎥

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 ＥＬ209.4m

常時満水位
ＥＬ186.3m

最低水位
ＥＬ170.8m

ＥＬ179.8m

<嵩上げ高 24.3m>

現計画（ダム基本計画）

約1,800億円

約2,350億円

【総事業費】

事業費縮減
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新丸山ダムが無い場合の水位 T.P+68.9m

予備放流無しの水位※ T.P+66.5.m

H.W.L 65.8m

▽平水位

可児市
美濃加茂市
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新丸山ダムが無い場合の水位 T.P+68.9m

H.W.L 65.8m

変更計画（案）の水位※ T.P+65.1m

▽平水位

可児市 美濃加茂市

変更計画（案）では、予備放流を行うことにより、河川整備計画において目標としている、既往最大洪水となる昭和58年9月洪水を安全に
調節し、河川整備計画における樹木伐採の効果とあわせて、今渡地点下流の水位を計画高水位以下に低下させる。

もし、予備放流を行わなければ、新丸山ダムからの最大放流量は約2,500m3/s増加することになり、今渡地点下流の水位は、計画高水位
を超過する。

新丸山ダム地点

今渡地点下流

新丸山ダム放流量
の増加に伴い
HWLを超過

洪水を安全に調整し、
水位をH.W.L以下に低下

予備放流方式を採用した変更計画（案） 予備放流を行わない場合

放流量増

新丸山ダム地点

今渡地点下流

ダ
ム
流
入
量
・放
流
量

4,600m3/s

最大放流量
5,700m3/s

予備放流により必要な
洪水調節容量を確保

ダム放流量
（変更計画（案））

予備放流期間

雨量（ダム上流）

ダム流入量（上流ダム調節後※）

※岩屋、阿木川、味噌川ダム

ダム放流量（変更計画（案））

ピーク流入量8,300m3/sピーク流入量8,300m3/s

ダム流入量

ダ
ム
流
入
量
・放
流
量

4,600m3/s

5,700m3/s

ダム流入量

最大放流量8,200m3/s

洪水調節容量が不足す
るため放流量が増加

最大放流量
約2,500m3/s増

ダム放流量

予備放流無し

雨量（ダム上流）

ダム流入量（上流ダム調節後※）

※岩屋、阿木川、味噌川ダム

ダム放流量（予備放流無し）

ピーク流入量8,300m3/sピーク流入量8,300m3/s

水位上昇

※変更計画（案）・予備放流なしの水位は、河川整備計画に位置付けている樹木伐採の効果を含む。
※記載されている図数値等は現時点の試算値。

予備放流の効果

昭和58年9月洪水に対する効果
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予備放流実施時の下流の状況①
既往洪水を対象に確認した結果、予備放流の開始時点では、河川は既に増水しており、下流の既設の堰、発電ダムにおいて放流に対
する警報等の周知が行われている状況であり、また、予備放流の実施により、下流各地点における水位が「はんらん注意水位※」を超え
る洪水はない。

新丸山ダム

兼
山
ダ
ム

今
渡
ダ
ム

犬
山
頭
首
工

木
曽
川
大
堰

２００ ６００ ３７０ ４５０ ３００

今
渡
地
点

犬
山
地
点

４，８００６，５００

笠
松
地
点

起
地
点

８，３００８，３００

木
曽
成
戸
地
点

弥
富
地
点

２，０００４，５００５，０００

Ｈ１６：６００

既設の堰、発電ダムにおける
警報等の周知開始流量

はんらん注意水位相当流量※３

予備放流
開始流量※１

予備放流
開始

予備放流
の影響

S58.9洪水

既往洪水の最小※2 Ｈ１６：９００ Ｓ４５：８００

１，０００２，１００２，０００

(m3/s）

※1）予備放流開始流量は、新丸山ダムから予備放流を開始する同時刻における各地点の流量
※2) 既往洪水の最小流量は、Ｓ31～H17までの既往洪水において予備放流を行う53洪水の内、新丸山ダムから予備放流を

開始する時刻における各地点の最小流量
※3) はんらん注意水位相当流量は、不等流計算によるHQ換算等による試算値

予備放流実施時の下流の水位イメージ（S58.9洪水）

８，５００ ８，３００

※4）影響期間最大流量は、各地点において予備放流の影響により流量が増加している期間の最大流量
※5)既往洪水の最大は、Ｓ31～H17までの既往洪水において予備放流を行う53洪水の内、各地点における予備

放流影響期間の最大流量
※記載されている図・数値等は現時点の試算値

Ｈ１２：４，８００Ｈ１２：６，１００既往洪水の最大※５

今渡地点（69.4k）

新丸山ダム

◎

◎

◎

◎

◎

◎

弥富

葛木

木曽成戸

笠松

犬山

今渡

兼山
ダム

今渡
ダム

犬山
頭首工

木曽川
大堰

美濃加茂市

一宮市

桑名市

愛西市

笠松町

◎

起

○木曽川位置図
八百津町

恵那市

今渡地点
(69.4k)

56.0
57.0

58.0
59.0
60.0

61.0
62.0
63.0

64.0
65.0

水
位

(T
.P

.m
)

平水位

HWL

はんらん注意水位 T.P+61.1m

予備放流影響時
最高水位

T.P+61.0m
予備放流開始時水位 T.P+59.4m

水位（予備放流なし）
水位(予備放流あり）

予備放流による影響
約10時間

最大水位上昇量
約40cm

予備放流開始時
水位 T.P+59.4m

予備放流影響時
最高水位 T.P+61.0m

新丸山ダムからの到達
約１時間

影響期間
最大流量※４

可児市

美濃加茂市

S58.9洪水

Ｓ５８等：２，０００

※はんらん注意水位：市町村が避難準備情報の発令を判断し、水防団が出動する水位
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予備放流に伴う下流水位の上昇を昭和58年9月洪水で試算をすると、今渡地点：最大約40㎝、犬山地点：最大約55cm、笠松地点：最大
約40cm、弥富地点で10cmであり、「はんらん注意水位※」を超えることはない。

【参考】弥富の大潮時の干満差＝2.3m
弥富の小潮時の干満差＝0.6m

出典：平成20年観測結果

平水位

犬山市 各務原市

弥富市 桑名市

桑名市

●
弥富地点
(8.8k)

犬山地点（59.７k）

弥富地点（8.8k）

平水位

水位（予備放流なし）
水位(予備放流あり）

木曽川
大堰

新丸山
ダム

予備放流開始時
水位 T.P+40.4m

予備放流影響時
最高水位 T.P+43.3m

予備放流開始時
水位 T.P+6.4m

予備放流影響時
最高水位 T.P+8.7m

予備放流開始時
水位 T.P0.3m

予備放流影響時
最高水位 T.P+1.4m

一宮市 笠松町笠松地点（40.3k）

平水位

犬山地点
(59.7k)

最大水位上昇量
約55cm

水位（予備放流なし）
水位(予備放流あり）

水位（予備放流なし）
水位(予備放流あり）

八百津町 恵那市

美濃加茂市

一宮市

桑名市

稲沢市

羽島市

●

●

●

弥富地点
(8.8k)

犬山
頭首工

今渡
ダム

笠松地点
(40.3k)

兼山
ダム

○木曽川位置図

今渡地点
(69.4k)

●

新丸山ダムからの到達
約２時間

予備放流による影響
約11時間

予備放流による影響
約11時間

新丸山ダムからの到達
約３時間

最大水位上昇量
約40cm

予備放流による影響
約11時間

新丸山ダムからの到達
約7時間

最大水位上昇量
約10cm

HWL

はんらん注意水位 T.P+44.5m

予備放流影響時最高水位 T.P+43.3m

予備放流開始時水位 T.P+40.4m

HWL

はんらん注意水位 T.P+10.4m

予備放流影響時最高水位 T.P+8.7m

予備放流開始時水位 T.P+6.4m

HWL

はんらん注意水位 T.P+2.3m予備放流影響時
最高水位 T.P+1.4m

予備放流開始時水位 T.P+0.3m

予備放流実施時の下流の状況②

予備放流実施時の下流の水位イメージ（S58.9洪水）

※はんらん注意水位：市町村が避難準備情報の発令を判断し、水防団が出動する水位
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※記載されている図・数値等は現時点の試算値
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